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国土交通省 近畿地方整備局 大滝ダム 

1. ダムの概要 

1.1 諸元 

 

 

 

 

事業者  近畿地方整備局 

場所  奈良県吉野郡川上村大字大滝 

河川  紀の川水系吉野川 

目的  FNAW 

型式  重力式 

堤高 100m 

堤頂長 315m 

堤体積 1,030 千 m3 

基礎岩盤の地質 古世代  粘板岩、砂岩、輝緑凝灰岩、チャート 
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2. 水理地質構造 

2.1 ダム基礎の水理地質特性 
2.1.1 ダムサイト地質構成 
 ダムサイトを構成する岩石は、四万十帯の粘板岩，砂岩，輝緑凝灰岩，チャートである。 

 下位から粘板岩，輝緑凝灰岩，砂岩，チャート，砂岩・粘板岩互層の順に分布する。 

 層理面は一般に、N-S～NNW-SSE の走向を示し、10～50°で東側へ傾斜するため、北東方向に

向く左岸側斜面は流れ盤構造となる。 
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大滝ダム 地質層序 
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2.1.2 ダムサイトの透水性及び地下水位の概要 
(1) 透水性状 
  左岸側には地表の緩みの影響による高透水ゾーンがあり、全体に右岸部よりも深く、最大で

50ｍ程度である。高透水性を示す原因については、F11，12 断層等の集合するゾーンに相当する

ことに関連しているものと考えられる。この高透水ゾーンの下部は急激にルジオン値は小さくな

り、1Lu 以下のゾーンが確認できる。ただし、高標高部では深部においてスポット的に透水性の

高い区間が認められる。 

 河床部では、砂岩よりの地表に近い箇所は全体に透水性が高くなっているが、これらのゾーン

の下部ではルジオン値は小さくなり 1Lu 以下のゾーンを、地表より 40ｍ程度の深部にて確認し

ている。ただし、この中にもスポット的にやや透水性の高いゾーンがある。 

 右岸側中～高標高では、地表に近い 15～30ｍ程度の深部までは地表からの緩みの影響範囲に

あり、岩質が良好にもかかわらず注入量が大きく概ね 20Lu 以上の高透水性を示す。また、この

ゾーンよりも深部では、ルジオン値は急激に小さくなり、1Lu 以下のゾーンを確認できる。ただ

し、深部においてもスポット的に高透水性を示す箇所がいくつか存在するが、概してルジオンテ

スト 1ステージ程度で、その範囲は小さく連続性に乏しい。 

 

(2) 地下水位 
  地下水位は右岸で深度 25～50ｍ、砂岩で 45～105ｍで相対的に左岸側が低い。特に砂岩高標高

部で低い。また、高透水性を示すゾーンと地下水位線との間には幾分弱いものの対応関係が見ら

れ、両岸とも高標高部での地下水位線は概ね 2Lu 以下のゾーンに存在する。なお、サーチャージ

水位（EL.323.0ｍ）における地下水位線の地表からの水平距離は、右岸で約 65ｍ、砂岩で約 135

ｍである。 

 




	国土交通省 近畿地方整備局 大滝ダム
	目次
	1. ダムの概要
	1.1 諸元
	1.2 ダム三面図
	(2)標準断面図
	(3)上流面図
	(1)ダム平面図


	2. 水理地質構造
	2.1 ダム基礎の水理地質特性
	2.1.1 ダムサイト地質構成
	2.1.2 ダムサイトの透水性及び地下水位の概要

	2.2 水理地質構造図
	(1)着岩面展開図（地質区分）






